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【学位論文審査の要旨】 
１ 研究の目的 
 本論文は，電磁環境両立性（EMC: Electromagnetic Compatibility）の定量的な予測設
計実現へ向け，特にギガヘルツ帯に至る高周波帯の近傍電磁界計測技術と，高周波機器の












































































算する手法として，MFDM（Multilayered Finite Difference Method），インダクタンス・
ネットワーク法と二重和法をそれぞれ適用し，いずれの手法も同等の放射ノイズ予測結果
を得られることを明らかにした。 
 総括として，本論文で対象とした計測手法，解析手法，そのための適切なモデリングは，
製品開発のタイミングに合せて適切な手法を選択することで定量的な EMC 性能予測を図
ることができるという技術目標に対する解析モデルとシナリオ構築について俯瞰している
点でも，工学的意義がある。 
  
３ 審査の結果 
平成２６年７月８日，７月１４日の２回の審査と，７月２５日には最終審査および公聴会
を開催した。上記審査会を踏まえて、本学位論文審査委員は、本論文は博士（工学）の学
位を授与するに十分な価値があるものと認められると判断した。 
 
４ 最終試験の結果 
本学の学位規則に従い、最終試験を行った。公開の席上で論文発表を行い，専門研究者を
含む学内外の出席者からの質疑応答を行った。また，論文審査委員からも本論文に関する
質疑応答を行った。これらの結果を総合的に審査した結果、専門科目についても十分な学
力があるものと認め，合格と判定した。 
 
